
元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎

修
繕
・

築
の

金
募
集
活
動
を
中
心
と
し
て

王

博

涵

一

は
じ
め
に

本
稿
は
、
元

中
期
江
南
に
お
け
る

の
修
繕
・

築
に
着

目
し1

）、
玄
敎
と
在
來

敎
の

金
募
集
活
動
か
ら
、
玄
敎
と
在
來

敎
の
關
係
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

至
元
十
三
年
（
一
二
七
六
）、
元

の
軍

が
南

を
滅
ぼ
し
、

同
年
、
元
世

ク
ビ
ラ
イ
は
當
時
に
お
け
る
江
西

山
の

敎

勢
力
の
代
表

、
第
三
十
六
代
張
天
師
で
あ
る
張
宗
演
と
大

で

面
會
し
、
張
宗
演
に
江
南
の

敎
事
務
の
管
理
權
を
與
え
た
。

年
、
張
宗
演
は
氣
候
に
慣
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に

山
に

っ

た
が
、
彼
に
同
行
し
て
い
た

山

士
の
張
留
孫
は
、
ク
ビ
ラ

イ
の
家
族
の
信
賴
を
得
て
、
大

に
と
ど
ま
っ
て
頭
角
を
現
し
た2

）。

至
元
十
五
年
（
一
二
七
八
）、
元

は
特
別
に
張
留
孫
の
た
め
、

玄
敎3

）と

す
る
組
織
を
創
立
し
、
大

の
崇
眞
萬
壽
宮
を
そ
の
本

山
と
し
、
張
留
孫
を
第
一
任
の
玄
敎
大
宗
師
、

ち
玄
敎
の
領
袖

に
任
命
し
た4

）。

玄
敎
が
創
立
さ
れ
て
以
降
、
玄
敎

士
は
江
南
各
地
の

の

首5
）に

任
命
さ
れ
、

を
管
理
し
た
。
玄
敎

士
が
管
理
し
た

江
南
の

の
な
か
に
は
、
南

期
に

に
存
在
し
た

が
あ

っ
た
。
そ
の
よ
う
な

に
對
し
て
、
本
稿
は
「
在
來

」
と

呼
ぶ6

）こ
と
に
す
る
。

南

滅

後
、
一
部
の
在
來

の
管
理
權
は
玄
敎
に
移
っ
た
。

二
五

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎



と
は
い
え
、
そ
の
後
、

の
な
か
で
影

力
を
持
っ
た
の
は
、

玄
敎

士
だ
け
で
は
な
く
、
南

期
に

に
江
南
で
活
動
し
て
い

た

敎
勢
力
に
屬
し
た

士
も
い
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
稿
で

は
、

の
在
來

の

念
を

大
し
、
南

期
か
ら
江
南
に

存
在
し
て
い
た

敎
勢
力
を
在
來

敎
と
呼
ぶ
。
在
來

敎
は

に
茅
山
と
江
南
地
方
の

敎
傳
統
を
持
ち
、
南

期
に
現
地
社
會

と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
南

期
の
有
力
な
在
來

士
は
、
元

期
に
入
っ
て
も
引
き
續
き
權
力
を
保
持
し
續
け
、

依
然
と
し
て
江
南
で
盤
踞
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

江
南
に
派

さ
れ
た
玄
敎
は
、
如
何
に
現
地
社
會
で
活

し
て

い
た
在
來

敎
と
關
わ
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か

從
來
の
玄
敎

究
は
玄
敎
と
元

廷
と
の
關
係
の

究
が

流
に
な
っ
て
い
る
が7

）、
地
方
に
お
け
る
玄
敎
の
活
動
を
言

す
る

果
も
あ
る
。

酒
井
は
、

を
基
軸
と
し
て
、
元

期
、
江
南
の

敎
を
管

し
た

山
・
玄
敎
の
勢
力
と
江
南
に
傳
統
の
あ
る
大
規
模
な

在
來

と
の
關
係
を
考
察
し
て
い
る8

）。
酒
井
は

敎

地
の
存

續
に

目
す
る
た
め
、
師
弟
關
係
に
よ
っ
て
、
同
一
の
宮

・
宗

派
・
門
派
か
ら
順

輪
番
で

首
の

承
を
行
う
甲
乙
制9

）と
い
う

承
制
度
を
實
行
し
、

山
・
玄
敎
が
直
接

に

首
を
任
命

で
き
な
か
っ
た
甲
乙

の
事
例
を
取
り
上
げ
て
い
る10

）。
ま
た
、

酒
井
は
玄
敎
が
在
來

の

持
の
任
命
を
許
可
す
る
こ
と
、
在

來

で
祭
祀
活
動
を
行
っ
た
こ
と
、
在
來

の
利
權
を
標
榜

し
た
宮

志
の

纂
を
勵
ま
し
た
こ
と
な
ど
の
事
例
に

目
し
、

玄
敎
と
在
來

敎
が
共
存
し
な
が
ら
兩

の
共
榮
を
圖
り
、「（
筆

：

玄
敎
は
）

士
を
直
接
派

で
き
な
い
場
合
も
多
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
場
合
は
利
權
を

し
て
共
存
を
は
か
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
在
來

の
側
も
、
む
し
ろ
張
天
師
や
玄
敎
宗
師
の

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
使
い
、
自
ら
の
權
利
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る11

）」
と
論
じ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
酒
井
の
論

に
よ
り
、
玄
敎
と
在
來

敎
の
甲

乙

と
の
共
存
が
解

さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
玄
敎
は
甲
乙

の

首
任
命
に
直
接

に
關
與
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
あ
る

味
で
甲
乙

と
共
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
疑
問
が

上
す
る
。
甲
乙

で
は
な
く
、
玄
敎

士
が

そ
の

首
を

當
し
、
直
接

に
管
理
で
き
た

の
事
例
を

二
六

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎



討
す
る
こ
と
で
、
共
存
の
實
態
を
さ
ら
に
詳
し
く

究
す
る
必

が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、M

cG
ee

は
そ
の
博
士
論

の
中
で
、
元

期
南
方

敎
が
正
一
敎
へ
統
合
さ
れ
て
い
く

を

討
す
る
際
に
、
玄
敎

に
も
論

し
て
い
る
。M

cG
ee

は
そ
の
第
四

で
、
玄
敎
が
江

南
で

を
管
理
し
た
事
例
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て

人
と

交

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
玄
敎
は
た
だ
の
管
理
機
構
で
は
な
く
、

現
地
社
會
と
の
繫
が
り
も
あ
っ
た
と
し
て
い
る12

）。
し
か
し
な
が
ら
、

M
cG
ee

は
玄
敎
が
管
理
し
た

の

部
に
は

れ
ず
、
在
來

士
の
存
在
に
着
目
し
て
い
な
い
た
め
、
玄
敎
が
ど
れ
ほ
ど

を
把
握
で
き
た
の
か
に
つ
い
て
、
不

點
が

っ
て
い
る
。
ま
た
、

玄
敎
は
管
理
し
た

を
基
盤
と
し
て
、

人
に
と
ど
ま
ら
ず
、

現
地
社
會
と
よ
り
廣
く
交

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
よ
り
、
本
稿
で
は
、
玄
敎

士
が

首
を

當
し
て
直
接

に
管
理
し
た
在
來

の

部
に
お
け
る
玄
敎

士
と
在
來

士
の
管
理
實
態
に
焦
點
を
絞
り
た
い
。
玄
敎

士
と
在
來

士
に

と
っ
て
、

を
存
續
さ
せ
る
こ
と
は

も
重

な
課
題
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、

士
と
社
會
の
交

も
窺
え
る

の
修
繕
・

築

の
た
め
の

金
募
集
活
動13

）は
、
考
察
の
好
例
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
分
析
に
よ
り
、
玄
敎
と
在
來

敎
の
交

の
實
態
を
よ
り

面

に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
依
據
す
る
史
料
の

體
は
、

で
あ
る
。

は

人
が

し
た
も
の
が
多
い
が
、

金
を
集
め
る
方
法
、

金
提

供

の

報
を
記
載
し
た
場
合
が
あ
る
た
め
、

金
募
集
の
分
析

に
有
用
で
あ
る
。

史
料
に
よ
る
と
、
元

期
、
チ
ベ
ッ
ト
佛
敎
の
興
隆
に
よ
り
、

が
度
々
破

さ
れ
、

の
修
繕
や

築
の
事
例
は
少
な
い
。

中
期
に
な
る
と
、
玄
敎
の
活
動
が

ん
に
な
り
、

の
修
繕
・

築
が
頻
繫
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
よ
っ
て
、
元

中
期
の

況
を
討
論
の
重
心
に
お
き
た
い
。
な
お
、
元

末
期
に

つ
い
て
は
、
現
存
す
る
史
料
が
少
な
い
な
め
、

討
の
範
圍
と
は

し
な
い
。

本
論

の
構

は
、
以
下
の

り
で
あ
る
。
一
の
「
は
じ
め

に
」
で
問
題
提

を
行
い
、
二
で
は
、
元

中
期
江
南
の

修

繕
・

築
が
興

し
た
背
景
を
論
じ
た
上
で
、
修
繕
・

築
工
事

の
財
源
の
種

を

討
す
る
。
三
で
は
、
玄
敎

士
が
江
南
に
派

二
七

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎



さ
れ
た
後
に
、
彼
ら
が

催
し
た

修
繕
・

築
を
考
察
し
、

玄
敎

士
の

金
募
集
活
動
を
論
じ
る
。
四
で
は
、
玄
敎
に
管
理

さ
れ
た
在
來

の
な
か
で
、

首
と
し
て
の
在
來

士
の

金

募
集
の
能
力
を
考
察
す
る
。
以
上
の
考
察
を

じ
て
、
玄
敎
と
在

來

敎
の
關
係
を

價
し
た
い
。

二

元

中
期
江
南
の

修
繕
・

築
活
動
の

以
下
に
お
い
て
、
元

廷
の

敎
に
對
す
る
對
應
を
回

し
、

元

中
期
の

修
繕
・

築
の
興

の
政
治

背
景
を

べ
る
。

特
に
、

修
繕
・

築
が

首
の
管
理
權
の
正
當
性
に
ど
の
よ

う
な
影

を

ぼ
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
加
え
て
、

當
時
の
江
南
地
區
に
お
い
て
、

の
財
源
と

修
繕
・

築

事
業
の
經
費
の
種

を

べ
た
い
。

一
）

宗
期
以
降
、
元

の

敎
に
對
す
る
庇
護

ク
ビ
ラ
イ
は
南

を
征

し
た
後
、
江
南
の

士
・

を
保

護
し
た14

）。
た
だ

知
の
よ
う
に
、
至
元
十
七
年
（
一
二
八
〇
）
か

ら
至
元
二
十
八
年
（
一
二
九
一
）
ま
で
、
チ
ベ
ッ
ト
佛
敎

侶
の

楊

眞
伽
の
影

に
よ
り
、
江
南
の

は
破

を
受
け
、
或
い

は
佛
寺
に
改
築
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

至
元
末
期
に
な
る
と
、
楊

眞

が
失
脚
し
（
至
元
二
十
八
年

頃
、
一
二
九
一
）、
ク
ビ
ラ
イ
も
逝
去
し
た
（
至
元
三
十
一
年
、
一

二
九
四
）。

宗
テ
ム
ル
の

位
に

い
、
元

廷
の

敎
に

對
す
る
政
策
は

和
さ
れ
た15

）。

敎
が
打

を
受
け
た
時
期
に
修

繕
・

築
活
動
が
挫
か
れ
た

の
工
事
が

開
さ
れ
、
破

さ

れ
た

も

築
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
）

修
繕
・

築
と

首
管
理
權
の
正
當
性

の
修
繕
・

築
は
、

士
の
生
活
と
祭
祀
の
場

を
維
持

す
る
た
め
に
重

な
活
動
で
あ
り
、

の
存
續
に
重

な

義

を
持
っ
て
い
る
。

の
修
繕
・

築
事
業
に
努
め
た

代
の

首
は
、

の
存
續
に
貢

し
た
人
物
で
あ
る
と

め
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
で
は
元

期
に

の
修
繕
・

築
工
事
に
お
け

る
特

に
つ
い
て
見
て
い
く
。

ま
ず
、
太
平
路
采
石
山16

）の
承
天

の
案
件
を
取
り
上
げ
る17

）。

二
八

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎



祐
四
年
（
一
三
一
七
）、
承
天

の
管
理
權
を

っ
て
、
承
天

出
身
の

士
で
あ
る

天
輔
は
項

を
相
手
取
り
、
項

が

承
天

の

持
を

當
す
べ
き
で
は
な
い
と
訴
え
た
。
そ
れ
に
對

し
て
、
項

は

れ
て
祭
祀
活
動
を
行
え
な
い
承
天

を
自
ら

修
繕
し
、
承
天

の
存
續
と
地
方
祭
祀
活
動
に
貢

し
た
功
績
を

詳
細
に

す
る
と
と
も
に
、

天
輔
が
修
繕
工
事
を
行
わ
な
か

っ
た
と

べ
た18

）。
こ
こ
か
ら
、
當
時
の
訴
訟
に
と
っ
て
、

首
の

修
繕
實
績
は
、
そ
の
管
理
權
の
正
當
性
を

す
る
重

な
根
據

と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る19

）。

ま
た
、
承
天

の
案
件
を

決
し
た
際
に
、
第
三
十
九
代
張
天

師
の
張
嗣

は

決
の
依
據
と
し
て
、
皇

の
許
可
を
受
け
た
集

賢
院
の
上
奏

の
中
に
、
以
下
の
一
條
を
引
用
し
た
。
す
な
わ
ち
、

宮

首
の
な
か
で
、
も
し
德
と
才
能
を

ね
備
え
、

の
修

築
に
貢

が
あ
り
、
衆
人
が
推

さ
れ
て
信

さ
れ
る
人
物
が
い

れ
ば
、
三
年
の
任
期
制
限
を
問
わ
ず
、
長
期
に
在
任
し
て
も
よ
い

と
い
う20

）。
こ
れ
よ
り
、

の
存
續
を
考
慮
す
る
上
で
、
當
時
の

首
は
修
繕
・

築
に
貢

が
あ
れ
ば
、

身
任
職
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

の
修
繕
・

築
は

首
の
任
期

の

長
を
も
左
右
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

首
が

の
修
繕
・

築
を
行
い
、
そ
し
て
工
事
の
經
緯
を

に
刻
ん
で
保
存
す
る
こ

と
は
、

首
の
管
理
權
の
正
當
性
を
誇
示
す
る
重

な
活
動
の
一

つ
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

三
）

修
繕
・

築
の
財
源
の
種

第
二
代
玄
敎
大
宗
師
の

は
、
元

期

の
修
繕
・

築
の
財
源
に
つ
い
て
、
至
治
二
年
（
一
三
二
二
）
頃
に
以
下
の
よ

う
に

論
し
た
。
當
時
の

は
、
皇

の
た
め
に
祭
祀
を
行
う

場
所
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、

建
築
の
規
模
は
制
限
さ
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
當
時
の

な

の
修
繕
・

築
は
、

中
央
か
ら
地
方
ま
で
、
各
地
域
で

に

美
な

を
建
て

る
こ
と
を
目
指
し
、
大
量
の

金
が
使
わ
れ
た21

）。
ま
た
、
虞
集
も
、

元

期

の
修
繕
・

築
の
財
源
に
つ
い
て
、
泰
定
二
年
（
一

三
二
五
）
以
降

し
た
「
處
州
路
少
微
山
紫

記
」
の
な
か

で
、

の
議
論
を
踏
襲
し
て
い
る22

）。
こ
こ
か
ら
、
當
時
の

士
で
あ
れ

人
で
あ
れ
、

の
修
繕
に

を
投
じ
る
こ
と
は

一
時
の
流
行
で
あ
っ
た
と

識
し
た
。

二
九

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎



で
は
、
こ
の
よ
う
な
大
量
の

金
は
ど
こ
か
ら
集
め
ら
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

の
指
摘
に
よ
る
と
、
政
府
の
財
賦
は

の
修
繕
・

築
の
財
源
の
一
つ
で
あ
っ
た23

）。
ま
た
、
民

社

會
の
有
力

か
ら
の
據
出
金
も
重

な
財
源
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る24

）。
そ
れ
以
外
、

自
身
の

產
と
し
て
、

の
田
地
か

ら
集
め
ら
れ
た
田
租
、

を
管
理
し
た

首
の
自
分
自
身
の
私

財
な
ど
も
工
事
費
用
に
當
て
ら
れ
た25

）。
さ
ら
に
、

首
が
複
數
の

を
管
理
す
る
場
合
、
一
つ
の

の
工
事
費
用
が
足
り
な
か

っ
た
ら
、

首
は
管
理
下
の

の

金
を
回
し
、
工
事
費
用

を
補
塡
す
る
こ
と
が
で
き
た26

）。

以
上
の
よ
う
に
、

美
な

を
建
て
る
經
費
を
募
集
す
る
た

め
、

の

首
は
自
身
の
私
財
と
管
理
す
る

の

產
を
蓄

え
る
だ
け
で
は
な
く
、
政
府
や
民

社
會
各
階

と
交

し
、

金
を
募
集
す
る
こ
と
も
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三

在
來

を
管
理
し
た
玄
敎

士
に
よ
る

修
繕
・

築
活
動
と

金
募
集

に
、
在
來

を
管
理
し
た
玄
敎

士
に
よ
る

修
繕
・

築
活
動
を
整
理
し
、
玄
敎

士
の

金
募
集
活
動
を
考
察
す
る
。

玄
敎

士
が
在
來

に
派

さ
れ

首
を

當
し
た

況
を
ま

と
め
、
玄
敎

士
が

を
修
繕
・

築
し
た
時
の

金
募
集
の

活
動
を
論
じ
た
い
。

一
）
玄
敎

士
が
在
來

を
管
理
し
た

況
と
修
繕
・

築

活
動

玄
敎
が
江
南
に

入
し
た
發
端
は
、
至
元
十
五
年
（
一
二
七

八
）、
玄
敎
大
宗
師
の
張
留
孫
が
南
嶽
廟
の

首
に
任
命
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
ま
ず
、
元

中
期
ま
で
玄
敎

士
が
在
來

の

首
を

當
し
た
事
例
を
ま
と
め
る
と
、
表
一
の

り
で

あ
る
。

表
一
に
あ
る

り
、
玄
敎

士
は
南

滅

後
、
陸
續
と
在
來

の

首
に
任
命
さ
れ
、
特
に

宗
期
の
元
貞
・
大
德
年

の

任
命
が

も
多
か
っ
た
。
任
命
さ
れ
た

士
は
、
い
ず
れ
も
玄
敎

の
重

人
物
で
あ
る27

）。
玄
敎

士
が
管
理
さ
れ
た

は
、
軍

事
・
經
濟
の

地
に
建
て
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
南
嶽
廟
、
玉
隆

萬
壽
宮
の
よ
う
な

代
の
國
家
祭
祀
に
と
っ
て
重

な

地
も
あ

三
〇

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎



っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な

の

首
に
任
命

さ
れ
た
玄
敎

士
は
、
重

な

を
維
持
す
る
責
任

を

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

に
玄
敎

士
が
管
理
し
た
在
來

の
修
繕
・

築
に
つ
い
て
論
じ
る
。
玄
敎

士
が

首
に
着
任
す
る

の
に

い
、

の
修
繕
・

築
活
動
が

ん
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

な
修
繕
活
動
に
つ
い
て
は

表
二
の

り
で
あ
る
。
後

の
三

二
）
と
四
で
考
察

す
る
事
例
に
關
し
て
は
、
網
掛
け
で
示
し
た
。

表
二
が
示
す
よ
う
に
、
玄
敎

士
は
着
任
を

機
と

し
て
、
修
繕
・

築
に
着
手
し
た
。
そ
の

で
、
在

來

士
も
工
事
に
參
與
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

火
事
に

っ
た
場
合
、
杭
州
の
よ
う
な
猛
火
が
頻
發
し

た
地
區
で
も28

）、
佑

と
開
元
宮
の

首
が

や
か
に

對
應
し
、

を

築
し
た
。
こ
こ
か
ら
、

首
は
短

期

で
大
量
の

金
を
集
め
る
こ
と
も
で
き
た
と
考
え

ら
れ
る
。

表一 元 中期まで玄敎 士が管理した在來 一

屬行省・路 名 玄敎の管理 管理し始めた時

湖廣行省 天臨路 南嶽廟 張留孫、 、李奕芳 至元十五年（一二七八）頃

江浙行省 杭州路 四 祥
張留孫、 、王壽衍、

孫
至元十八年（一二八一）

佑 王壽衍、孫 至元二十五年（一二八八）

開元宮 王壽衍 元貞元年（一二九五）

宗陽宮 陳日新 祐五年-天 二年頃

（一三一八-一三二九）

鎭江路 乾元宮 余以 大德三年（一二九九）

紫府 余以 大德三年（一二九九）頃

玄妙 余以 大德五年（一三〇一）

常州路 眞 張德隆 祐七年（一三二〇）

江西行省 興路 玉隆萬壽宮 陳義高、王壽衍、陳日新 至元二十五年（一二八八）

路ごとに管理し始めた時 順に 列した。

「頃」は の記載によって推定する年である（實際の管理年は不 ）。

典據：任士林「四 祥 銘」、『 家金石略』、八八七-八八八頁。王 「元故弘 輔 粹德眞人

王公 」、『 家金石略』、九九〇-九九一頁。虞集「陳眞人 行 」、『 家金石略』、九三二-九三

三頁。袁 「有元開府儀同三司上卿輔 保 玄敎大宗師張公家傳」、『 家金石略』、九二四-

九二五頁。張伯淳「崇正靈悟凝和法師提點 學秋岩先生陳 師墓誌銘」、『 家金石略』、八七二

頁。朱思本「故保和 妙宗正眞人徐公行 」、『 家金石略』、九〇七頁。 斯「常州 眞 修

記」、『 家金石略』、九三三頁。虞集「河圖仙壇之 」、『 家金石略』、九六五頁。『至順鎭江

志』 一〇「 」、三五五-三五七頁、三六〇頁。袁冀、一九七八、一七五-一九五頁。

三
一

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎



表
二

元
期
玄
敎

士
が
管
理
し
た
在
來

の
修
繕
・

築
活
動

後
で
議
論
し
て
い
く
順
序
に
よ
っ
て

列
し
た
。「

頃
」
は

の
記
載
に
よ
っ
て
推
定
す
る
年
で
あ
る
（
實
際
の
管
理
年
は
不

）。

典
據
：

①
②
戴
表
元
「
杭
州
祐

記
」、『

家
金
石
略
』、

八
七
八
-八

七
九
頁
。

③
④
元

善
「
佑

重
建
玄
武
殿

」、『
家
金
石
略
』、

八
八
九
-八

九
〇
頁
。

⑤
陳

「
重
建
杭
州
開
元
宮

」、『
家
金
石
略
』、

九
四
二
頁
。

⑥
王

「
元
故
弘

輔
粹
德
眞
人
王
公

」、『
家
金
石
略
』、

九
九
〇
頁
。

⑦
王

「
元
故
弘

輔
粹
德
眞
人
王
公

」、『
家
金
石
略
』、

九
九
一
頁
。

⑧
陳

「
重
建
杭
州
開
元
宮

」、『
家
金
石
略
』、

九
四
二
-九

四
三
頁
。

⑨
任
士
林
「
四

祥
銘
」、『

家
金
石
略
』、

八
八
七
-八

八
八
頁
。

『
至
順
鎭
江
志
』

十
、
三
五
五
-三

五
七
頁
。

『
至
順
鎭
江
志
』

十
、
三
六
〇
頁
。

王
「
馬
跡
山
紫
府

」、『
家
金
石
略
』、

九
九
二
頁
。

斯
「
常
州

眞
修

記
」、『

家
金
石
略
』、

九
三
三
頁
。

三
二

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎



二
）
玄
敎

士
に
よ
る

の
修
繕
・

築
に
對
す
る

金
募

集
活
動

に
、
孫

が

催
し
た
杭
州
の
佑

、
王
壽
衍
が

催

し
た
杭
州
の
開
元
宮
の
修
繕
・

築
を
取
り
上
げ
、
玄
敎

士
の

金
募
集
活
動
を
分
析
し
た
い
。

佑

は
、
南

期
に
皇
室
の
た
め
に
祭
祀
を
行
っ
た
九
つ
の

御

宮
29
）の

一
つ
で
あ
っ
た
。
御

宮

の
經
費
は
南

政
府
が

し
た
た
め30

）、
佑

の
經
費
も
政
府
に
ま
か
な
っ
て
も
ら
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

元

に
か
わ
る
と
、
御

宮

の
經
費
管
理
權
は
、
南

の

產
を
管
理
し
た
江
淮
等
處
財
賦

總
管
府
に
移
っ
た31

）。
そ
の
後
、

『
元
史
』「
百
官
志
」
五
に
よ
れ
ば
、
大
德
四
年
（
一
三
〇
〇
）
か

ら
天

二
年
（
一
三
二
九
）
ま
で
、
江
淮
等
處
財
賦

總
管
府
は

廢
止
さ
れ
、
そ
の
管
理
權
は
現
地
の
地
方
政
府
で
あ
る
杭
州
路
・

江
浙
行
省
に
移
っ
た
と
考
え
ら
れ
る32

）。
そ
の
た
め
、

首
は
佑

の
修
繕
・

築
の

金
を
募
集
す
る
た
め
、
杭
州
路
・
江
浙
行

省
と
交

す
る
必

が
あ
っ
た
。

交

の
際
、
玄
敎

士
は
そ
の
職
位
と
能
力
を
發
揮
し
、
在
來

士
よ
り
地
方
政
府
と
有
利
に
交

を
展
開
で
き
た
と
考
え
る
。

な
ぜ
な
ら
、
玄
敎
の

士
た
ち
は
皇
室
と
密
接
な
關
係
を
築
い
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
玄
敎
の

士
た
ち
は
、
皇
室
の
側

を
務
め

て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、

國
の

地
で
祭
祀
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
皇

に
人
材
を
推

し
、
地
方
の
政

を
報

し
て
い
た33

）。

ま
た
、
玄
敎
の
本
山
で
あ
る
大

崇
眞
宮
の
提
點
を

當
し
た
こ

と
も
あ
り34

）、
玄
敎

士
の
な
か
で
も
榮
位
に
就
い
た
孫

は
、

玄
敎
と

廷
の
關
係
を
利
用
し
て
、
杭
州
路
と
江
浙
行
省
の
官
員

と
有
利
に
交

で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

大
德
七
年
（
一
三
〇
三
）、
佑

の
火
事
以
降
、
孫

は

在
來

士
の

存
眞
と
共
に
、
佑

の

築
の

金
を
集
め
た
。

元

善
「
佑

重
建
玄
武
殿

」
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
政
府
か

ら
の
據
出
金
で
あ
る
財
賦35

）、
杭
州
で
任
職
し
た
官
員
の
據
出
金
、

お
よ
び
杭
州
の
士
人
か
ら
の
據
出
金
を
集
め
、
佑

の
工
事
に

數
萬
を
投
じ
た36

）。
こ
の
よ
う
な

金
募
集
が
可
能
と
な
っ
た
原
因

の
一
つ
に
は
、

し
た
孫

と
地
方
政
府
や
官
員
と
の
關
係

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

に
、
開
元
宮
の
事
例
を
論
じ
る
。
開
元
宮
は
南

期
の
御

三
三

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎



宮

の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
開
元
宮
の

金
募
集
活
動

は
佑

の
よ
う
に
、
政
府
と
の
交

が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
玄
敎

士
の

金
募
集
活
動
が
よ
り
詳
し
く
記

さ
れ
た

至
元
二
十
九
年
（
一
二
九
二
）、
至
治
元
年
｜
至
治
三
年
（
一
三
二

一
｜
一
三
二
三
）
の
二
つ
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
開
元
宮
の

首

で
あ
る
玄
敎

士
の
王
壽
衍
の

金
募
集
活
動
を
考
察
す
る
。

至
元
二
十
九
年
に
、
開
元
宮
と
隣
接
す
る
江
浙
行
省
の
官

は

火
事
に

っ
て

滅
し
た
。

築
に
際
し
、
行
省
は
官

を

大

す
る
た
め
、
開
元
宮
の

在
地
を
利
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

の
た
め
、
開
元
宮
は
移
轉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

當
時
、
開
元
宮
の
移
轉
の
責
任

は
、
在
來

士
の
董
德
時
と

玄
敎

士
の
王
壽
衍
で
あ
っ
た
。
王
壽
衍
は
、
玄
敎

士
の
な
か

で
も
特
別
な
人
物
で
あ
る
。
王
壽
衍
は
世

の
孫
、

ち

宗
の

兄
で
あ
る
晉
王
カ
マ
ラ
の
王
府
に
仕
え
た
經

が
あ
り37

）、
晉
王
府

か
ら
庇
護
さ
れ
て
い
た38

）。
中
央
政
府
の
人
脈
を
背
景
に
持
っ
た
王

壽
衍
は
、
現
地
政
府
か
ら
も
重

さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

董
德
時
と
王
壽
衍
が
購
入
し
て
新
し
い
開
元
宮
に
改
築
し
た
邸

宅
は
、

理
宗
の
端
孝
公

の
邸
宅
で
あ
り
、
優
美
な
こ
と
で
有

名
な
建
物
で
あ
っ
た39

）。
當
時
邸
宅
を
購
入
し
た

で
、
行
省
が

金
を
提
供
し
て
援
助
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
王
壽
衍
の
功

績
で
あ
っ
た
と
記

さ
れ
て
い
る40

）。
行
省
が
開
元
宮
に
支
給
し
た

補
助
金
は
、
王
壽
衍
が
中
央
政
府
と
の
人
脈
を
利
用
し
て
行
省
と

交

し
た
結
果
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
。

至
治
元
年
に
も
、
開
元
宮
は
火
事
に

っ
た
。
當
時
の
開
元
宮

築
活
動
の
な
か
で
、
王
壽
衍
が

金
を
募
集
し
た
財
源
は
、
以

下
の
二
つ
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
至
治
年

の

築
に
お
い
て
も
行
省
の

助
が
見
え
る
。

王

「
元
故
弘

輔

粹
德
眞
人
王
公

」
に
は
、
省
臺
な
ど
の

部
門
が

て
援
助
し
た
と
記

さ
れ
て
い
る41

）。
そ
し
て
、
當
時

築
で
大
き
な
役

を
は
た
し
た
の
は
、
元

の
官
員
で
あ
っ
た
。

陳

「
重
建
杭
州
開
元
宮

」、

斯
「
開
元
宮

」
に
よ
れ

ば
、
王
壽
衍
は
、
大
殿
と
正
門
が

の
中
で

も
重

な
建
物

な
の
で
、
し
っ
か
り
と
建
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
有
志
に

呼
び
か
け
、

任
の
嘉
興
路
總
管
の
王
惟
一
、
崇
德
州

官
の

允
中
か
ら

殿
と
宮
門
の
修
築

金
を
募
集
し
た42

）。
王
壽
衍
は
そ

の
人
脈
を
賴
り
、
行
省
と
政
府
で
任
職
し
た
官
員
か
ら

築
の

三
四

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎



金
を
募
集
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

上

の
佑

と
開
元
宮
の
事
例
か
ら
す
る
と
、
政
務
經
費
を

集
積
し
て
い
た
地
方
政
府
、
お
よ
び
そ
の
地
方
政
府
で
任
職
し
て

い
た
官
員
た
ち
は
、
玄
敎
の

首
が

築
の

金
を
募
集
す
る
重

な
對

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
對

か
ら

金
を
得
ら
れ
た
理

由
の
一
つ
は
、
玄
敎

士
が

廷
お
よ
び
皇
室

員
と
の
關
係
を

背
景
と
し
て
、
有
利
に
交

を

ぶ
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。

四

在
來

士
の

金
募
集
能
力
の
考
察

元

期
に
お
け
る

の
修
繕
・

築
に
お
い
て
、
地
方
政
府

が

金
募
集
の
重

な
對

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
據
出
金
は
か
な

り
限
ら
れ
て
い
た
。
李
治
安
に
よ
れ
ば
、
元

期
の
路
は
、
民

か
ら
財
賦
を
集
め
る
こ
と
が
職
掌
で
あ
っ
た
が
、
集
め
た
財
賦
を

自

に
支
給
す
る
權
限
が
ほ
ぼ
な
く
、
行
省
の
指
示
に
從
う
し

か
な
か
っ
た
。
行
省
に
し
て
も
、

廷
に
財
賦
を
上

す
る
た
め
、

民

の
工
事
に
小
額

金
を
支
給
で
き
た
が
、
多
額
の

金43
）を

支

給
す
る
場
合
、
中
書
省
の
決

を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た44

）。

そ
の
た
め
、

の

首
は
修
繕
・

築
工
事
の
出
費
を
補
塡
す

る
目

で
、
政
府
以
外
の
對

か
ら
も

金
を
募
集
す
る
必

が

あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
杭
州
の
四

祥

で
任
職
し
た
杜

堅
、
常
州

の

眞

で
任
職
し
た
陳
景

の
事
例
を
踏
ま
え
、
在
來

士
の

金
募
集
能
力
を
分
析
す
る
。

一
）

四

祥

で
任
職
し
た
杜

堅
の

金
募
集
能
力

四

祥

は
、
御

宮

の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
至
元
二
十

二
年
（
一
二
八
五
）
に
楊

眞
伽
に
よ
っ
て
佛
寺
に
改
築
さ
れ
、

士
た
ち
も

放
さ
れ
た45

）。
そ
れ
に

っ
て
、
南

皇
室
が
四

祥

に
賜
っ
た
田
地
も

收
さ
れ
た
。
大
德
元
年
（
一
二
九

七
）
に
、
四

祥

は
天
宗
河
の
北
の
官
地
を
賜
わ
り
、
そ
こ

に
移
轉
し

築
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
舊
來

有
し
て
い
た
田

地
は
、

び
四

祥

の
も
の
と
し
て
登

さ
れ
た46

）。
し
か
し

な
が
ら
、

士
が

放
さ
れ
、

と
田
地
が
奪
わ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
四

祥

は
至
元
二
十
二
年
か
ら
十
數
年

に
わ
た
り

正
常
に

營
で
き
な
く
な
り
、

產
を
蓄
え
る
こ
と
も
困

で
あ

三
五

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎



っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
大
德
元
年
に

築
し
よ
う
と
し

て
も
、
工
事
に
回
せ
る

金
が
不
足
し
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
四

祥

の

築
工
事
を
引
き

受
け
た
の
は
、
玄
敎
の

、
孫

、
そ
し
て
在
來

敎
の

存
眞
、
杜

堅
で
あ
っ
た47

）。
そ
の
な
か
で
、
杜

堅
は
張
留
孫

に
特
別
に

さ
れ
、
四

祥

の
提

を

當
し
、
現
地
の

工
事
を
計
畫
し
た48

）。

杜

堅
は
、
茅
山
第
三
十
八
代
宗
師
の
弟
子
で
あ
り
、

の
度

宗
の
時
期
に
、
大
師
號
と
紫
衣
着
用
の
榮
譽
を
受
け
た
人
物
で
あ

る49
）。

元

に
か
わ
る
と
、
彼
は
ク
ビ
ラ
イ
に

め
ら
れ
、
依
然
と

し
て
彼
に

屬
し
て
い
た

、

ち
宗
陽
宮
・
昇
元
報
德

・

純
眞

・

玄

の
管
理
を
任
せ
ら
れ
た50

）。
四

祥

の

築

に
お
い
て
、
杜

堅
の

體

な
行
動
は
史
料
に
詳
し
く
記

さ

れ
て
い
な
い
が
、
當
時
の
四

祥

の
經
濟

況
に
鑑
み
れ
ば
、

工
事
の

金
を
募
集
す
る
こ
と
は

れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

蘇
力
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
江
南
地
區
各
路
・
行
省
の
財
政

況

に
よ
り
、
現
地
政
府
は
官

を
修
繕
・

築
す
る

金
で
あ
っ
て

も
支
給
で
き
ず
、
有
力

か
ら
援
助
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
と

さ
れ
る51

）。
植
松
正
も
、
政
府
は
富
人
に

物
を
供
出
さ
せ
て
貧
民

を
救
濟
し
、
江
浙
地
區
の
富
民
の
經
濟
力
に
依
存
し
て
い
た
と
指

摘
し
て
い
る52

）。
こ
れ
ら
の

究
に
よ
り
、
當
時
江
南
地
區
の
有
力

が
有
し
た
經
濟
力
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
よ

り
、

の
修
繕
・

築
に
と
っ
て
、
現
地
の
有
力

は
重

な

金
募
集
の
對

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
杜

堅
の
管
理
し
た

の

產
、
人
脈
、
私
財
の

三
つ
の
側
面
か
ら
、
彼
の

金
募
集
能
力
を

討
す
る
。

の
よ
う
に
、
複
數
の

を
管
理
し
た

士
は
、
異
な
っ

た

の

に

金
を
工
面
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
杜

堅
が
四

祥

の
管
理
職
を

當
す
る
と
、
杜

堅
が
同
時
に

管
理
し
て
い
た
宗
陽
宮
・
昇
元
報
德

・
純
眞

・

玄

の

金
を
、
四

祥

の

築
に
振
り
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
な
か
か
ら
、
昇
元
報
德

の
事
例
を
取
り
上
げ
よ
う
。
昇

元
報
德

は
、
皇

か
ら
死
後
に
和
王
號
を

ら
れ
た
楊

中
と

い
う
南

の
名
將
が
創
建
し
た
も
の
で
あ
る53

）。
楊

中
か
ら
そ
の

五
世
孫
で
あ
る
楊
顯

に
至
る
ま
で
、
楊
氏
の
家
族
は
、
累
計
三

十
頃
餘
り
の
田
地
を
昇
元
報
德

に
寄

し
た54

）。

各
地
方
の

三
六

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎



重

な

で
あ
る
天
慶

と
比
べ
れ
ば
、
北

廷
が
天
慶

に
下
賜
し
た
田
地
は
十
頃
に

ぎ
ず55

）、
昇
元
報
德

が
楊
氏
か
ら

與
え
ら
れ
た
田
地
は
そ
の
三
倍
に
相
當
し
た
。
杜

堅
は
昇
元
報

德

を
管
理
し
た
の
と
同
時
に
、
こ
の
三
十
頃
餘
り
の
田
地
と
そ

の
產
出
を
管
理
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な

の

產
を
四

祥

の
工
事
に

で
き
れ
ば
、
重

な
支
援
に
な
っ
た
で

あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
杜

堅
と
南

期
の
貴
人
と
の
交
際
か
ら
、
そ
の
人

脈
の
一
側
面
を
考
察
す
る
。
戴
表
元
「
計
籌
山
昇
元
報
德

記
」

に
よ
る
と
、
楊

中
の
家
族
は
昇
元
報
德

の

有

で
あ
り
、

彼
ら
は
代
々

士
を

ん
で
、
昇
元
報
德

を
管
理
さ
せ
た56

）。
ま

た
、
昇
元
報
德

は
楊
氏
一
族
の
功
德
廟
で
あ
る
「
昭
忠
廟
」
と

同
じ
規
模
で
あ
っ
た57

）。
以
上
に
よ
り
、
昇
元
報
德

は
楊
氏
一
族

に
對
し
て
、
功
德
廟
に

似
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。

で
は
、
自
分
の
家
族
の
た
め
功
德
寺

を
建
て
、
田
地

を
寄
附
し
、

侶
・

士
を
招
致
し
管
理
さ
せ
る
こ
と
が
流
行
し

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
功
德
寺

は
、
家
族
を
祭
祀
で
き
る
ほ
か
、

王

の
交
替
を
問
わ
ず
、
田
地
を
保
有
で
き
た
。
昇
元
報
德

の

こ
の
よ
う
な
性
質
か
ら
、
杜

堅
と
楊
顯

、
さ
ら
に
楊
氏
の
一

族
と
の
緊
密
な
關
係
が
窺
え
る
。

代
に
大
量
の
土
地
を
持
っ
た
富

は
、
元

に
か
わ
っ
て
も
、

江
南
に
お
い
て
は
そ
の
土
地
を
保
ち
續
け
た
事
例
が
多
い58

）。
楊
氏

の
一
族
に
お
い
て
も
、
至
元
末
期
頃
、
面
積
が
大
き
く
て
綺
麗
な

園
林
に
居

し
、

人
と
交

す
る

も
存
在
し
た59

）。
杜

堅
と

楊
氏
の
關
係
を
考
慮
す
る
と
、
元

期
に
お
い
て
も
、
楊
氏
の
よ

う
な
南

期
の
貴
人
は
、
依
然
と
し
て
經
濟
面
で
杜

堅
を
支
え

て
い
た
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
私
財
に
つ
い
て
言
え
ば
、
杜

堅
は
私
財
に
富
ん
だ

士
で
あ
り
、

の
修
繕
・

築
に
も
私
財
を
投
じ
た
。
例
え
ば
、

宗
陽
宮
を

築
す
る

に
、
杜

堅
は
必

な

材
を
用

す
る

た
め
、
私
財
で
山
を
購
入
し
、
木
材
と
な
る
樹
木
を
育
て
た60

）。
大

德
七
年
（
一
三
〇
三
）
宗
陽
宮
を

築
し
た
際
に
は
、
彼
も
私
財

を
投
じ
て
建
築
の

と
鐘
・

の
費
用
を
ま
か
な
っ
た61

）。

上

の
事
例
か
ら
、
杜

堅
が
南

期
以
來
の
貴
人
と
交

し
、

彼
ら
と
緊
密
な
關
係
を
有
す
る

と
そ
の

產
を
管
理
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
の
上
、
杜

堅
は
私
財
に
富
ん
だ

士
で
あ
り
、

三
七

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎



金
を
募
集
し

す
る
能
力
が
あ
っ
た
。
以
上
の

況
を
踏
ま

え
、
張
留
孫
が
杜

堅
に
四

祥

を
管
理
さ
せ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
張
留
孫
は
杜

堅
の

金
募
集
能
力
が
重

だ
と

め

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
張
留
孫
は
杜

堅
を

首
に

任
命
し
て
そ
の
力
を
借
り
る
と
同
時
に
、
杜

堅
と

築
に
よ
る

管
理
權
の
正
當
性
を
共
有
す
る
措
置
を
と
り
、
工
事
を
め
ぐ
っ
て

協
力
關
係
を
結
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

二
）

眞

で
任
職
し
た
陳
景

の

金
募
集
能
力

常
州
の

眞

は
、
陳
の
太
建
二
年
（
五
七
〇
）
に
創
建
さ
れ

た
も
の
で
あ
る62

）。
大
德
六
年
（
一
三
〇
二
）、
張
留
孫
の
弟
子
で

あ
る
徐

昭
は
、

眞

の

首
に
任
命
さ
れ
た
後
、

眞

の

三
淸
殿
を
修
繕
し
、
玉
皇
閣
を
建
て
た63

）。

祐
七
年
（
一
三
二
〇
）、
玄
敎

士
の
張
德
隆
は
、
徐

昭

を

い
で

眞

を
管
理
し
た
。
そ
の

に
徐

昭
が
修
築
し
た

建
物
は
、

が

に
曲
が
っ
て
い
た64

）。
着
任
し
た
張
德
隆
が
直
面

し
た
課
題
は
、
田
地
と
收
入
が
少
な
い
條
件
の
下
で
、
建
物
を
修

繕
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

斯
「
常
州

眞

修

記
」
に
よ
る
と
、
張
德
隆
は

の
年
收
を
計
算
し
て

約
し
、
豫
算
を
決
め
た
。
そ
の
後
、
彼
は

當
時
の
玄
敎
大
宗
師
で
あ
る

に
、
常
州
の
天
申
宮
の

で
あ
る
陳
景

65
）を

眞

の
提

に
任
命
し
、

金
と
糧

の
收

支
を
陳
景

に
任
せ
、
工
事
を

管
さ
せ
る
よ
う
に

求
し
た
。

は
そ
れ
を
許
可
し
た
。
こ
う
し
て
、
張
德
隆
と
陳
景

は

東
西
方
丈
を
建
て
徐

昭
が
作
っ
た
玉
皇
閣
を
圍
ん
で
支
え
、

の
大
門
も
建
て
て
工
事
を
完

さ
せ
、
徐

昭
の
建
物
を
守
っ

た66
）。こ

こ
で
、
陳
景

の
職
責
は
、
張
德
隆
の
豫
算
に
從
っ
て
、

の

金
と
糧

を
管
理
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を

う
す

る
た
め
に
は
、

の

產
を

約
し
管
理
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

眞

の
田
地
を

作
し
た
農
家
か
ら
田
租
を
確
保
す
る
こ
と
も

重

で
あ
っ
た
。
田
租
に
つ
い
て
、

の

首
が
自
ら
農
家
と

交

し
た
事
例
が
あ
る
。
例
え
ば
、

末
元

、
常
州
に
あ
っ
た

杭
州
の
洞

宮
の
田
地
を

作
し
た
農
民
は
、
洞

宮
に
田
租
を

上

し
な
か
っ
た
。
洞

宮
の

首
で
あ
る

如
山
は
自
ら
常
州

に
赴
き
、
農
民
た
ち
と
交

し
、
田
租
を

め
さ
せ
た67

）。
こ
の
よ

三
八

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
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う
な
交

に
お
い
て
、
着
任
し
た
ば
か
り
の
玄
敎

士
よ
り
、
現

地
の

況
を
熟
知
し
た
在
來

士
の
方
が
よ
り

し
て
い
た
で
あ

ろ
う
。

眞

の
工
事
が
完

し
た
後
、

は
陳
景

の

を
表
彰
す
る
た
め
、
陳
景

を
提
點
に

擢
し
、
張
德
隆
も

び
璽
書
を
受
け
て
法
師
號
を
與
え
ら
れ
た
。

以
上
の
こ
と
に
關
す
る

斯
の
解
釋
は
、

眞

が
徐

昭

に
よ
っ
て
興

し
、
徐

昭
が
張
德
隆
に
よ
っ
て
事
業
を
振
興
さ

せ
、
張
德
隆
が
陳
景

に
よ
っ
て
志
を
滿
た
し
、

が
善
良

で

な
の
人
物
を
表
彰
し
、
後
人
に
そ
れ
を

め
る
こ
と
を
知

悉
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る68

）。

の
修
辭
は
美

の
傾
向
が

あ
る
こ
と
は

け
が
た
い
け
れ
ど
も
、

の
二

二
）で
紹
介
し

た

修
築
が

首
管
理
權
の
正
當
性
の
根
據
と
な
っ
て
い
た
こ

と
と
、
玄
敎
の
大
宗
師
と

士
が
玄
敎
の
關
係

で
あ
る
徐

昭

が
作
っ
た
建
物
を
修
繕
し
た
時
、
在
來

士
に
依
賴
し
た
こ
と
を

詳

し
、
雙
方
の
協
力
關
係
を

し
て
い
た
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、

こ
の

に
記
載
さ
れ
て
い
る
玄
敎

士
と
在
來

士
の
協
力
關

係
は
、
必
ず
し
も
誇
張
と
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
で
論
じ
た
在
來

士
が

金
を
募
集
し
た
事
例
を
ま
と
め

れ
ば
、
在
來

士
は
現
地
社
會
で
の
人
脈
を
利
用
す
る
、
管
理
し

た

の

產
を

す
る
、

の

產
を
管
理
し
田
地
の
田

租
を
集
め
る
な
ど
の
側
面
で
、
能
力
が
高
か
っ
た
こ
と
は

ら
か

で
あ
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、
玄
敎
大
宗
師
或
い
は

首
の
玄
敎

士
は
、
在
來

士
の

金
募
集
能
力
を
重

し
て
彼
ら
を
賴
り
、

そ
し
て
管
理
權
の
正
當
性
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
在
來

士
と
協

力
し

の
修
繕
・

築
を
完

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
元

中
期
に
お
い
て
、
玄
敎

士
が

首
を

當

し
た
江
南
の
在
來

に
お
け
る
修
繕
・

築
の
實
態
を
考
察
し
、

玄
敎
と
在
來

敎
の

金
募
集
活
動
を
分
析
し
た
。
元

中
期
以

降
、

敎
に
對
す
る
政
策
の

和
に

い
、

の
修
繕
・

築

が
活
發
に
な
っ
た
。

の

首
は

を
維
持
し
、
自
分
の
管

理
權
の
正
當
性
を
守
る
た
め
、

の
修
繕
・

築
を
行
い
、
さ

ら
に

を
投
じ
た
。
そ
の
費
用
は
、
地
方
政
府
の
財
賦
、
社
會

の
據
出
金
、

の

產
、

首
が
管
理
し
た
他
の

か
ら

さ
れ
た

金
、
そ
し
て

首
自
身
の
私
財
な
ど
か
ら
確
保
し
て

三
九

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎



い
た
。

玄
敎

士
は
江
南
の
在
來

を
管
理
し
た
後
、
在
來

を

修
繕
・

築
し
た
。
そ
の

で
、
玄
敎

士
は
路
・
行
省
と
い

っ
た
地
方
政
府
、
お
よ
び
地
方
政
府
に
お
い
て
任
職
し
た
經

の

あ
る
官
員
た
ち
か
ら
、

築
の

金
を
募
集
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
そ
れ
は
玄
敎

士
と

廷
と
の
關
係
、
そ
し
て
皇
室

員
と

の
交
際
を
背
景
に
し
て
、
路
・
行
省
、
お
よ
び
官
員
經

た
ち

と
有
利
に
交

を

ぶ
こ
と
が
で
き
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
。

一
方
で
、
地
方
政
府
か
ら
財
賦
を
支
給
す
る
の
は
困

だ
っ
た

た
め
、
工
事
の

額
の
出
費
を
補
塡
す
る
目

で
、

首
は

地
方
政
府
以
外
の
財
源
か
ら

金
を
募
集
す
る
必

も
あ
っ
た
。

こ
の
場
合
、
在
來

士
の
助
力
は

ら
か
に
重

で
あ
っ
た
。
在

來

士
は
、
現
地
の
人
脈
を
利
用
す
る
こ
と
、
管
理
し
た

の

產
を

す
る
こ
と
、

の
田
地
を
管
理
し
田
租
を
集
め
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、

金
を
募
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
玄
敎
大

宗
師
で
あ
れ

首
の
玄
敎

士
で
あ
れ
、
在
來

士
の

金
募
集

能
力
を
重

し
、
彼
ら
に

の
日
常
管
理
と

金
募
集
を
依
賴

し
た
。
そ
し
て
管
理
權
の
正
當
性
を
在
來

士
と
共
有
し
、
協
力

し
て
修
繕
・

築
を
完

さ
せ
て
い
た
と
總
括
で
き
る
。

先
行

究
で
は
、
玄
敎
が
直
接

に

士
を
派

し
管
理
で
き

な
い
在
來

敎
の
甲
乙

と
交

し
た
場
合
、
玄
敎
が
甲
乙

と
共
存
し
て
い
た
と
論
じ
ら
れ
る
。
本
稿
の
考
察
に
よ
っ
て
、

玄
敎

士
が
自
ら

の

首
を

當
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、

在
來

士
に
自
分
を
輔
佐
さ
せ
、
そ
の
力
に
依
據
し
て
い
た
こ
と

が

ら
か
に
な
っ
た
。
修
繕
・

築
は
管
理
權
の
正
當
性
の
根
據

と
も
な
る
活
動
で
あ
る
が
、
玄
敎

士
の

首
は
在
來

士
に
依

賴
し
な
が
ら
、
修
繕
・

築
の

果
を
在
來

士
と
共
有
し
て
い

た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
玄
敎
は
直
接

に

を

管
理
し
た
場
合
で
も
、
在
來

敎
と
共
存
し
、
協
力
し
て

を

營
す
る
態
度
を
示
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
玄
敎
は
元

に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
優

さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
元

期
に
お
い
て
權
力
を
振
る
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
本
稿
で

討
し
た
事
例
か
ら
は
、
玄
敎

士
が
直
接

に
管
理
し
た

に
お
い
て
も
、
在
來

士
に
日
常
管
理
の
權
限

や
、
修
繕
・

築
に
よ
る

管
理
權
の
正
當
性
を
與
え
た
こ
と

を
知
り
え
る
。
そ
れ
は
、

に
玄
敎
が
地
方
で
ど
の
よ
う
に
權
力

四
〇

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎



を
行
使
し
て
い
た
か
と
い
う
實
態
の
確

だ
け
で
は
な
く
、
玄
敎

の
江
南

敎
を
管
理
す
る
方
法
お
よ
び
そ
の
權
力
の
特

を
ど
う

理
解
す
べ
き
か
と
い
う
課
題
に
對
し
て
も
、
大
き
な
示
唆
を
與
え

る
と
考
え
ら
れ
る
。

１
）

元

中
期
は
、
世

ク
ビ
ラ
イ
の
逝
去
か
ら
惠
宗
ト
ゴ
ン
・
テ

ム
ル
の

位
ま
で
の
時
期
（
至
元
三
十
一
年
、
一
二
九
四
｜
元
統

元
年
、
一
三
三
三
）
を
指
す
。
本
稿
で
い
う
江
南
は
、
南

の
舊

領
域
に
あ
る
江
浙
・
江
西
・
湖
廣
三
行
省
、
そ
し
て
河
南
江
北
行

省
の
東
部
に
あ
る
兩
淮
地
區
の
一
部
を
含
む
。
事
例
に
よ
り
、

度
の
差
は
あ
る
が
、
部
分

な
修
理
を
修
繕
と
し
、

體

な
建

て
直
し
を

築
と

す
る
。

2
）

高
橋

治
、
一
九
九
七
、
二
〇
〇
一

、
二
四
三
｜
二
八
一

頁
。

3
）
「
玄
敎
」
と
い
う
語
は
、
も
と
よ
り
佛
敎
と

敎
の
美

と
し

て
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
元

に
お
い
て
は
、
王

が
設

け
た

敎
の
組
織
名
で
も
あ
る
。
玄
敎

士
を
示
す

も
詳
し
い

史
料
は
、
至
正
四
年
（
一
三
四
四
）

山
に
建
立
さ
れ
た
趙
孟

「
大
元
敕
賜
開
府
儀
同
三
司
上
卿
輔

保

玄
敎
大
宗
師

志

宏
敎
冲
元
仁
靖
大
眞
人
張
公

」
で
あ
る
。
こ
の

は
、
天

二
年
（
一
三
二
九
）
大

東
嶽
廟
で
建
立
さ
れ
た
同
名
の

（『

家
金
石
略
』
は
「
上
卿
眞
人
張
留
孫

」
と
略

す
る
）
に

基
づ
い
て

補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
玄
敎

士
に
關
す
る
記
載

も

補
さ
れ
、
こ
の
至
正
四
年
の

は
、
現
存
の
史
料
の
中
で
、

玄
敎

士
に
對
す
る
記
載
が

も
詳
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の

の

士
の
姓
名
か
ら
、
誰
が
玄
敎

士
で
あ
っ
た
か
を

す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
こ
の

に
對
す
る

究
は
、

小
紅
、

二
〇
一
八
が
あ
り
、

は
李
樹
藩
纂
、『
廣
信
金
石
志
』、
一
九

七
七
、『
石
刻
史
料
新

』、
第
三
輯
一
二

、
淸
同
治
十
二
年

（
一
八
七
三
）
刊
『
廣
信
府
志
』

一
一
｜
三
影
印
、
新

豐
出

版
、
三
一
三
頁
を
參
照
で
き
る
。

4
）

袁

「
有
元
開
府
儀
同
三
司
上
卿
輔

保

玄
敎
大
宗
師

張
公
家
傳
」、
陳
垣

、
陳
志
超
・
曾
慶
瑛
校
補
、
一
九
八
八
、

『

家
金
石
略
』、

物
出
版
社
、
九
二
四
頁
。
以
下
に
お
い
て
は
、

『

家
金
石
略
』
と
い
う

書
名
と
頁
數
の
み
を
示
す
。

5
）

首
と
は
、

の
管
理

（
た
ち
）
で
あ
り
、
史
料
に
お
い

て
、

持
・
提
點
・
提

な
ど
と

號
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。

の
中
で
、
複
數
の
管
理

が
い
る
場
合
が
あ
る
た

め
、

首
は
複
數
の
人
員
か
ら
構

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

6
）

酒
井
規
史
の

究
で
は
、
在
來

は
江
南
の
舊
南

領
域
に

位
置
し
、
傳
統
の
あ
る

を
指
す
（

ち
甲
乙

、
詳
し
く

は
酒
井
の
先
行

究
を

べ
る
部
分
を
參
照
。
酒
井
規
史
、
二
〇

一
三
、
一
六
頁
）。
本
稿
で
使
わ
れ
る
「
在
來

」
の

念
は
、

酒
井
よ
り

用
範
圍
を

げ
る
も
の
で
あ
り
、
甲
乙

の
み
な

四
一

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎



ら
ず
、
南

期
に
お
い
て

に
存
在
し
た

て
の

を
指
す
も

の
で
あ
る
。

7
）

代
表

な

究
は
宮
紀
子
、
二
〇
〇
四
、
高
橋

治
、
二
〇
一

一
が
あ
る
。

8
）

酒
井
規
史
、
二
〇
一
三
、
一
六
｜
一
七
頁
。

9
）

高
橋

治
、
一
九
九
七
。

10
）

元

期
の
甲
乙

の

部

況
と
玄
敎
・

山
の
甲
乙

に
對
す
る
管
理
に
つ
い
て
は
、
高
橋

治
一
九
九
七
、
二
〇
〇

一

、
二
四
三
｜
二
八
一
頁
、
高
橋

治
一
九
九
九
、
二
〇
〇

一

、
三
四
二
｜
三
七
七
頁
、
小
林
隆

、
二
〇
一
〇
、
二
〇

一
三

、
三
三
九
｜
三
六
八
頁
、
酒
井
規
史
、
二
〇
一
六
、
酒

井
規
史
、
二
〇
一
八
を
參
照
の
こ
と
。

11
）

酒
井
規
史
、
二
〇
一
三
、
三
二
頁
。

12
）

M
cG
ee

、
二
〇
一
四
、
一
二
一
頁
。

13
）

現
在
の
よ
う
な
募
集
の
仕
方
と
は
異
な
り
、

の

部
と
外

部
か
ら

金
を
集
め
る
こ
と
を
指
す
。

體

な
財
源
に
つ
い
て

本
稿
の
二

三
）で
論
じ
る
。

14
）
『
元
史
』

九
本
紀
第
九
「
世

本
紀
」
六
、『
元
史
』
第
一

、

中
華
書
局
、
一
九
七
六
、
一
七
九
頁
。

15
）

玄
敎
大
宗
師
の
張
留
孫
は
元
世

の
太
子
の
チ
ン
キ
ム
に
仕
え

た
た
め
、

宗
テ
ム
ル
お
よ
び
太
后
コ
コ
ジ
ン
と
親
密
な
關
係
を

持
っ
て
い
た
。
高
橋

治
、
一
九
九
七
、
八
八
｜
八
九
頁
、
二
〇

一
一

、
二
七
四
頁
。

16
）

現
在
の
安
徽
省
馬
鞍
山
市
に
あ
る
。

17
）

承
天

の
案
件
に
つ
い
て
は
、
高
橋

治
、
一
九
九
九
と
劉
曉
、

二
〇
一
一
を
參
照
。

18
）
「
承
天

公
據
」、『

家
金
石
略
』、
八
七
五
｜
八
七
八
頁
。

19
）

承
天

の
案
件
だ
け
で
は
な
く
、
元

期
杭
州
の

山
の
靈
應

の
案
件
も
參
考
に
で
き
る
。「
靈
應

甲
乙

持

附

」、

『

家
金
石
略
』、
九
三
八
｜
九
四
一
頁
。

20
）
「
承
天

公
據
」：

「
照
得
集
賢
院
奏

事

一
件
、

該
宮

首
、
若
有
才
德

備
、
修

有
功
、
衆

推

、
不
以
三
年

爲
限
、
任
從
久

在
職
、
亦
不
得
差
人
守
缺
抵
替
、
欽
此
。」『

家
金
石
略
』、
八
七
八
頁
。

21
）

「
重
修

玄

」：

「
凡
今
爲
吾

之
敎

、
爲
宮
殿

樓

門
垣
務
極
宏
麗
、
而
像
設
其
敎
之

由
興

其

爲
輔

崇

祠
之
、
以
爲

天
子

之

、
故
法
制
與
王

埓
、
而
無

禁
。

自
京
師
至
郡

皆
然
。
有
來

而
求
識

、
大
抵
侈
國
家
崇

賜

豫
之

、
極
其
土
木
營
繕
之

而
已
。」『

家
金
石
略
』、
九
一

五
頁
。

22
）

虞
集
「
處
州
路
少
微
山
紫

記
」、『

家
金
石
略
』、
九
二

三
頁
。

23
）

21
）の
引
用

の
中
の
「
大
抵
侈
國
家
崇

賜
豫
之

」

と
い
う
表
現
の

り
で
あ
る
。

24
）

元

期
に
お
い
て
、
公
共
施
設
の
修

だ
け
で
は
な
く
、
官

を
修
繕
し
た
場
合
で
も
、
社
會
か
ら
の
據
出
金
は
重

な
財
源
で

四
二

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎



あ
っ
た
。
蘇
力
、
二
〇
〇
九
、
三
五
頁
。

25
）

例
え
ば
楊
維

「
杭
州

宮
重
建

」
は
、「
太
玄
公
（

首
の
張
嗣

）
亦
施
金
助
工
木
費
…
…
公
（

首
の
史
景
仁
）

捐
私

建
大
方
丈
」（『

家
金
石
略
』、
九
四
八
頁
。）
と
あ
り
、

杭
州
の

宮
を

築
し
た
際
に
、

首
は
私
財
を
工
事
費
用
に

補
塡
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

晉
「
玄

宏

一
先
生

趙
君

」
に
よ
る
と
、
江
寧
の
玄
妙

を
修
繕
し
た
際
に
、

首

の
趙
嗣
祺
は
「
出
私
錢
作
堂
宇

外
門
」（『

家
金
石
略
』、
九

五
六
頁
）
と
あ
る
。

26
）

任
士
林
「
杭
州
路
純
眞

記
」
は
、『

家
金
石
略
』、
八
九
一

頁
。

鉅
夫
「
揚
州
重
建
玄
妙

」、『

家
金
石
略
』、
八
九

九
頁
。
陳

「
昆
山
州
崇
福

記
」、『

家
金
石
略
』、
九
五
二

頁
。

27
）

張
留
孫
に
關
す
る

の
中
で
、
上

の

士
は
い
ず
れ
も
玄

敎
の
中
で
高
い
順
位
を
占
め
た
。
そ
し
て
李
奕
芳
を
除
き
、
す
べ

て
眞
人
（
或
い
は
大
眞
人
）
の

號
を
有
し
た
。

3
）を
參

照
。

28
）

蘇
力
、
二
〇
一
四
。

29
）

東
太
一
宮
、
佑

、
三
茅
寧
壽

、
開
元
宮
、

宮
、
宗

陽
宮
、
顯
應

、
四

祥

、
西
太
一
宮
と
い
う
九
つ
の

を
指
す
。
御

宮

に
つ
い
て
は
、
汪

鐸
、
二
〇
一
〇
、

小

紅
、
二
〇
一
二
を
參
照
。

30
）

自
牧
、
一
九
八
一
、『
夢
粱

』

八
「
御

宮

東
太

一
宮
」
條
、『

史

料
萃

』
第
四
輯
、

出
版
社
、
二
〇

一
頁
。
日
本
語
譯
は

原
郁
、
二
〇
〇
〇
、
三
五
頁
。

31
）
『
元
史
』

八
九
志
第
三
九
「
百
官
志
」
五
、『
元
史
』
第
八

、

二
二
六
〇
｜
二
二
六
一
頁
を
參
照
。
ま
た
、
王

「
元
故
弘

輔

粹
德
眞
人
王
公

」
は
、「
先
是
（
皇
慶
元
年
、
一
三
一
二
年

の

に
）、
杭
之
九
宮

、
財
用
出

隷

財
賦
府
。

是
、
太

后
有
旨
、

府
勿
有

與
。」（『

家
金
石
略
』、
九
九
〇
頁
）
と

あ
る
。

小
紅
、
二
〇
一
二
に
よ
れ
ば
、
そ
の
原
因
は
御

宮

と
南

皇
室
と
の
緊
密
な
關
係
で
あ
る
。

32
）
「
大
德
四
年
罷
、
命
有
司
掌
其
賦
。
天

二
年
復
立
、
其
賦
復

焉
。」『
元
史
』

八
九
志
第
三
九
「
百
官
志
」
五
、『
元
史
』

第
八

、
二
二
六
〇
｜
二
二
六
一
頁
。
た
だ
、
他
の
史
料
と
合
わ

せ
て
考
え
る
と
、
江
淮
等
處
財
賦

總
管
府
の
機
構
と
機
能
は
ど

れ
ほ
ど
廢
止
さ
れ
た
の
か
は
不

確
で
あ
る
。
例
え
ば

31
）

で
引
用
し
た
王

の
記

は
、
皇
慶
元
年
頃
、
江
淮
等
處
財
賦

總
管
府
は
ま
だ
存
在
し
て
い
た
と
示
唆
す
る
。
も
と
の
御

宮

の
修
繕
・

築
に
お
い
て
、
こ
の

總
管
府
か
ら
の
援
助
を

言

す
る
史
料
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
『
元
史
』「
百
官
志
」

五
の
記

に
從
い
、
當
時
も
と
の
御

宮

の

士
と
直
接

に

交

し
、

金
を
支
給
し
た
政
府
機
構
の

體
は
、
路
・
行
省
で

あ
る
と
考
え
る
。

33
）

趙
孟

「
上
卿
眞
人
張
留
孫

」、『

家
金
石
略
』、
九
一
〇

｜
九
一
三
頁
、
虞
集
「
河
圖
仙
壇
之

」、『

家
金
石
略
』、
九

四
三

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎



六
三
｜
九
六
六
頁
。
さ
ら
に
金

京
、
二
〇
一
二
に
よ
れ
ば
、
各

地
で
祭
祀
を
行
う

士
は
、
ス
パ
イ
の
職
能
を
果
た
す
こ
と
が
可

能
で
あ
っ
た
。

34
）

任
士
林
「
慶
元
路

陳
君
墓
誌
銘
」、『

家
金
石
略
』、
八

九
二
頁
。

35
）

政
府
が

と
し
て

收
し
た
、
本
來
は
政
務
經
費
に
充
當
す
る

た
め
の
財
物
を
さ
す
。

36
）

元

善
「
佑

重
建
玄
武
殿

」
は
、「

偕

君
協
力

功
、
索
帑
會

、

財
賦
、
總
管
張
顯
、
泉
府
卿
範
宇
、

杭
士
翁

泳
、
許
夢
斗
、
翁
仲
源
各
來

…
…
于

費
萬
計
。」（『

家

金
石
略
』、
八
八
九
頁
）
と
あ
る
。『

家
金
石
略
』
の

は

「
府
卿
範
宇
」
で
あ
る
が
、

師

「
張
縣
尹
政
績
記
」（

師

、

一
九
八
二
、『
禮
部
集
』、『
四
庫

書
珍
本
』
一
二
集
第
一
七
三

、
臺
北
商
務
印
書

、
三
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、
範
宇
は
行
泉
府

少
卿
を

當
し
た
こ
と
が
あ
る
た
め
、「
泉
府
卿
範
宇
」
が
正
し

い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
索
帑
會

、

財
賦
、
總
管
張
顯
」

は
「
索
帑
會

、
財
賦
總
管
張
顯
」
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

い
ず
れ
も

首
が
政
府
の
貯
蓄
を
募
集
し
た
と
記

し
て
い
る
た

め
、
こ
こ
で
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
『

家
金
石
略
』
の

句
に
從

う
こ
と
と
す
る
。

37
）

こ
の
經

は
王
壽
衍
の
傳
記

料
に
言

さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
王

「
元
故
弘

輔

粹
德
眞
人
王
公

」：

「
乙
酉
（
一
二
八

五
）
至
上
京
、
入
見
裕
宗
于
東
宮
。
陳
公
從

王
北
行
、
公
與
之

俱
止
于
哈
察
木
敦
、

馳
朔
漠
、
備

其

。」『

家
金
石
略
』、

九
九
〇
頁
。

38
）

例
え
ば
元
貞
二
年
（
一
二
九
六
）、
カ
マ
ラ
は
王
壽
衍
と
の
人

脈
に
よ
っ
て
、
當
時
開
元
宮
の
提

を

當
し
た
王
壽
衍
を

持

提
點
に
昇

さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
虞
集
「
開
元
宮

」、『

家
金
石
略
』、
八
九
八
頁
。

39
）

虞
集
「
開
元
宮

」、『

家
金
石
略
』、
八
九
八
｜
八
九
九
頁
、

陳

「
重
建
杭
州
開
元
宮

」、『

家
金
石
略
』、
九
四
二
｜
九

四
三
頁
。

40
）

陳

「
重
建
杭
州
開
元
宮

」
は
、「
時
董
君
德
時

開
元
、

省
助
金
購
故

理
宗
女
端
孝
公

第
爲
宮
、
今
弘

輔

粹
德
眞

人
王
公
壽
衍
實
有

焉
。」（『

家
金
石
略
』、
九
四
二
頁
）
と
あ

る
。

41
）

王

「
元
故
弘

輔

粹
德
眞
人
王
公

」
は
「
至
治
辛
酉

（
一
三
二
一
）

、
開
元
毀
于
災
、
公

圖

其
廢
、
省
臺
百
司

悉
來
致
助
、
規
制

麗
、
有
加
于
昔
。」（『

家
金
石
略
』、
九
九

一
頁
）
と
あ
る
。

42
）

陳

「
重
建
杭
州
開
元
宮

」
は
、「
乃

于
衆
曰：

「
今
可
營

吾
室
矣
。
孰
能
語
吾
之
同
心

乎

」
于
是

嘉
興
路
總
管
王
君

惟
一
願
作

殿
、
崇
德
州

官

君
允
中
願
作
宮
門
…
…

年
殿

…
…
其
年
門
亦

。」（『

家
金
石
略
』、
九
四
二
｜
九
四
三

頁
）
と
あ
る
。

斯
「
開
元
宮

」
は
「
乃
復
謀
于
衆
曰：

「
今
夫
一
宮
之

、
莫

乎
大
殿
、
莫
重
乎
正
門
、
是
二

、
皆

四
四

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎



不
可
以
苟

也
。」
于
是

嘉
興
路
總
管
王
公
惟
一
、
崇
德
州

官

允
中
、
願

財
以
落

斯
二

…
…

年
、
王
作
大
殿

、

作
正
門
亦

。」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
丁

、
一
九
九
〇
、

『
武
林
坊
巷
志
』
第
八

、
浙
江
人
民
出
版
社
、
六
〇
一
頁
。

43
）

行
省
が
中
統
鈔
千
錠
を
支
給
す
る
場
合
で
も
、
中
書
省
に
報

す
る
必

が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
李
治
安
、
二
〇
〇
三
、
五
四
三

頁
。

44
）

李
治
安
、
二
〇
〇
三
、
五
四
二
｜
五
四
三
頁
。

45
）

張
伯
淳
「
辯

序
」、『
大
正
新
脩
大
藏
經
』、
第
五
二

、

七
五
一
頁
、
上
｜
中
段
。

46
）

任
士
林
「
四

祥

銘
」
は
、「
凡
田
地
山
蕩
、
隷
舊

復

入
。」（『

家
金
石
略
』、
八
八
八
頁
）
と
あ
る
。

47
）

任
士
林
「
四

祥

銘
」
は
、「
于
是
大
宗
師
…
…
乃
命

提
點

君

左
右
經
度
、
且
嘱
杜
君

堅
、
孫
君

、

君

存
眞
實
規
畫
之
…
…
」
同
上
。

48
）

趙
孟

「
隆

冲
眞
崇
正
眞
人
杜
公

」
は
、「

、
玄
敎
大

宗
師
開
府
張
公
疏

眞
人

領
杭
州
四

祥

。
眞
人

心
基

構
、
協
力
規
圖
、

輪

新
、
耄

求
佚
。」（『

家
金
石
略
』、

九
〇
四
頁
）
と
あ
る
。

49
）

趙
孟

「
隆

沖
眞
崇
正
眞
人
杜
公

」、『

家
金
石
略
』、

九
〇
三
頁
。

50
）

任
士
林
「
杭
州
路
純
眞

記
」、『

家
金
石
略
』、
八
九
一
頁
。

51
）

蘇
力
、
二
〇
〇
九
、
三
二
頁
。

52
）

植
松
正
、
一
九
九
九
。

53
）

戴
表
元
「
計
籌
山
昇
元
報
德

記
」、『

家
金
石
略
』、
八
八

六
頁
。

54
）

戴
表
元
「
計
籌
山
昇
元
報
德

記
」
は
、「
則
當
武
恭
王
（
楊

中
）
時
…
…
爲
致
永
隆
、
仁
和
之
田
、
爲
頃
二
十
有
八
、
武
康

之
山
、
爲

贏
五
百
、
以
充
其
用
…
…
王
之
五
世
孫
顯

賢
其
人

（
杜

堅
）、

爲
致
山

之
田
竝
昇
元
、
若
隷
昭
忠
廟

、
爲

贏
千
。

有

謂
科
儀
田
…
…
至
杜
君

之
、
爲

贏
二
百
。」

（『

家
金
石
略
』、
八
八
六
頁
）
と
あ
る
。

55
）
『
續

治

鑑
長

』
は
、「
賜

路
天
慶

田
、
藩
鎭
十
頃
、

州
七
頃
、
軍
、

五
頃
。」
李

、
上

師
範
大
學
古

整

理

究

・
華
東
師
範
大
學
古

整
理

究

點
校
、
二
〇
〇
四
、

『
續

治

鑑
長

』
第
四

、

八
一
「
眞
宗

大
中
祥
符
六

年
」、（
中
華
書
局
、
一
八
三
七
頁
）
と
あ
る
。

56
）

戴
表
元
「
計
籌
山
昇
元
報
德

記
」
は
、「
則
當
武
恭
王
時
、

有

君
慶

、
王
賢
其
人
、
以
禮
聘
居
之
…
…
而
居
昇
元

、

一
軌

君
之

、

後
得
當
塗
杜
君

堅
。」（『

家
金
石
略
』、

八
八
六
頁
）
と
あ
る
。

57
）

戴
表
元
「
計
籌
山
昇
元
報
德

記
」、『

家
金
石
略
』、
八
八

六
頁
。
昭
忠
廟
に
つ
い
て
は
、
徐
松

、
劉
琳
・

忠
民
・
舒
大

剛
・
尹
波
ほ
か
校
點
、
二
〇
一
四
、『

會

輯
稿
』
第
二

、

禮
二
一
「
昭
忠
廟
」
條
、
上

古

出
版
社
、
一
一
〇
七
頁
を
參

照
。

四
五

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎



58
）

陳
得
芝
、
一
九
八
三
。

59
）

戴
表
元
「
楊
氏
池
堂

集
詩
序
」、
戴
表
元
、
一
九
一
九
｜
一

九
二
二
、『

源
戴
先
生

集
』
縮
印

刊
本
、『
湛
然
居
士

集
・

源
戴
先
生

集
・
松
雪
齋

集
・
靜
修
先
生

集
』、『
四

部
叢
刊

』
集
部
第
七
三

、
商
務
印
書

、
九
一
｜
九
二

頁
。

60
）

趙
孟

「
隆

冲
眞
崇
正
眞
人
杜
公

」、『

家
金
石
略
』、

九
〇
四
頁
。

61
）

趙
孟

「
隆

冲
眞
崇
正
眞
人
杜
公

」
は
、「
不
干
衆
力
、

獨
立
大
功
。」（『

家
金
石
略
』、
九
〇
四
頁
）
と
あ
る
。

62
）

斯
「
常
州

眞

修

記
」、『

家
金
石
略
』、
九
三
三

頁
。

63
）

斯
「
常
州

眞

修

記
」
は
、「
…
…
徐
公

昭

常

州
路
宜
興
州

眞

之
十
有
八
年
、
重
建
三
淸
殿
。

十
有
三
年
、

爲
皇
慶
元
年
、
建
玉
皇
閣
。」（『

家
金
石
略
』、
九
三
三
頁
）
と

あ
る
。

64
）

斯
「
常
州

眞

修

記
」、『

家
金
石
略
』、
九
三
三

頁
。

65
）

陳
景

の
姓
名
は

3
）の

に
記

さ
れ
て
い
な
い
。

斯
の
記

を
見
る
と
、
陳
景

は
天
申
宮
出
身
の
可
能
性
が

高
い
。
特
に
常
州
が
茅
山
に

い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
茅
山
の

傳
統
を
持
つ
可
能
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

66
）

斯
「
常
州

眞

修

記
」
は
、「

祐
七
年
、

山

士
張
君
德
隆
嗣

事
、
乃
量

之
入
、

縮
濫
、
爲
東
西

方
丈
以

之
、
使

有
持
而
顚
有
扶
、
以
永
徐
公
之
績
。
爲
三
門

以
蔽
之
…
…
財
用

足
、
經
制

定
、
會
玄
敎
大
宗
師
、
特

公
入
奉

祠
、

以
郡
之
天
申
宮

陳
景

提

事
以
董
之
。

凡
錢

之
計
、
一

其
出
入
焉
。
大
宗
師
從
之
。」（『

家
金
石

略
』、
九
三
三
頁
）
と
あ
る
。

67
）

張
伯
淳
「
體
玄
崇
敎
安

法
師
洞

宮

持
提
點

師
墓
誌

銘
」、『

家
金
石
略
』、
八
七
一
頁
。

68
）

斯
「
常
州

眞

修

記
」
は
、「

得
徐
公
而
地
以
興
、

徐
公
得
張
君
而
業
以
隆
、
張
君
得
陳
君
而
志
以

、
而

得
大
宗

師

善
報

、
而

知

。」（『

家
金
石
略
』、
九
三
三

頁
）
と
あ
る
。

參
考史

史
料
（
出
版
年
代
順
）

戴
表
元
、
一
九
一
九
｜
一
九
二
二
、『

源
戴
先
生

集
』
縮
印

刊

本
、『
湛
然
居
士

集
・

源
戴
先
生

集
・

松
雪
齋

集
・
靜

修
先
生

集
』、『
四
部
叢
刊

』
集
部
第
七
三

、
商
務
印
書

高
楠
順

、
一
九
二
七
、『
大
正
新
脩
大
藏
經
』、
大
正
一
切
經
刊

行
會

、
一
九
七
六
、『
元
史
』、
中
華
書
局

李
樹
藩
纂
、
一
九
七
七
、『
廣
信
金
石
志
』、『
石
刻
史
料
新

』
第
三

四
六

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎



輯
第
一
二

、
淸
同
治
十
二
年
刊
『
廣
信
府
志
』

一
一
｜
三
影

印
、
新

豐
出
版

自
牧
、
一
九
八
一
、『
夢
粱

』、『

史

料
萃

』
第
四
輯
、

出
版
社

師

、
一
九
八
二
、『
禮
部
集
』、『
四
庫

書
珍
本
』
一
二
集
第
一

七
三

、
臺
北
商
務
印
書

陳
垣

、
陳
志
超
・
曾
慶
瑛
校
補
、
一
九
八
八
、『

家
金
石
略
』、

物
出
版
社

兪
希
魯
纂
、
一
九
八
八
、『
至
順
鎭
江
志
』、『
宛
委
別
藏
』
第
四
六

、

江
蘇
古

出
版
社

丁

、
一
九
九
〇
、『
武
林
坊
巷
志
』、
浙
江
人
民
出
版
社

自
牧

、

原
郁
譯

、
二
〇
〇
〇
、『
夢
粱

：

南

臨
安
繁
昌

記
』、
東
洋

庫

李

、
上

師
範
大
學
古

整
理

究

・
華
東
師
範
大
學
古

整

理

究

點
校
、
二
〇
〇
四
、『
續

治

鑑
長

』、
中
華
書
局

徐
松

、
劉
琳
・

忠
民
・
舒
大
剛
・
尹
波
ほ
か
校
點
、
二
〇
一
四
、

『

會

輯
稿
』、
上

古

出
版
社

學

論

日
本
語
（

名
五
十

順
）

植
松
正
、
一
九
九
九
、「
元
末
浙
西
の
地
方
官
と
富
民

江
浙
行
省

校
官
王
艮
の
議
案
を
め
ぐ
っ
て
」、『
史
窓
』、
第
五
六
號
、
二

五
｜
五
一
頁

金

京
、
二
〇
一
二
、『
水

門
「
漫

」
考
』、

談
社

小
林
隆

、
二
〇
一
〇
、「
蘇
州
玄
妙

元

「
天
慶

甲
乙
部
符
公

據
」
考

元
交
替
期
の

代
「

書
」」、『
東
洋
學
報
』、
第

九
二

第
一
號
、
二
七
｜
五
四
頁

小
林
隆

、
二
〇
一
三
、『

代
中
國
の
統
治
と

書
』、

古
書
院

酒
井
規
史
、
二
〇
一
三
、「
正
一
敎
・
玄
敎
と
江
南
の
在
來

」、

『
東
洋
の
思
想
と
宗
敎
』、
第
三
〇
號
、
一
六
｜
三
五
頁

高
橋

治
、
一
九
九
七
、「
張
留
孫
の
登
場

後
｜
｜
發
給

書
か
ら

見
た
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の

敎
」、『
東
洋
史

究
』、
第
五
六

第

一
號
、
一
九
九
七
、
六
六
｜
九
六
頁

高
橋

治
、
一
九
九
九
、「
承
天

公
據
に
つ
い
て
」、『

手
門
學
院

大
學

學
部
紀

』、
第
三
五

、
一
六
二
｜
一
四
一
頁

高
橋

治
、
二
〇
一
一
、『
モ
ン
ゴ
ル
時
代

敎

書
の

究
』、

古

書
院

宮
紀
子
、
二
〇
〇
四
、「「

山
志
」
か
ら
み
た
モ
ン
ゴ
ル
命
令

の

世
界

正
一
敎
敎
團

究
序

」、『
東
洋
史

究
』、
第
六
三

第
二
號
、
二
九
六
｜
三
三
〇
頁

中
國
語
（

名
ピ
ン
イ
ン
順
）

陳
得
芝
、
一
九
八
三
、「
元
代
江
南
之
地

階

」、『
元
史

北
方
民

族
史

究
集
刊
』、
第
七
期
、
八
六
｜
九
四
頁

酒
井
規
史
、
二
〇
一
六
、「

元
時
期
甲
乙

持
之

：

以
洞

宮

爲
中
心
」、
黎
志
添

、『

敎
圖
像
、
考
古
與
儀
式
｜

代

四
七

元

中
期
江
南
に
お
け
る
玄
敎
と
在
來

敎



敎

演
變
與
特
色
』、
香
港
中

大
學
出
版
社
、
三
五
一
｜
三
七

五
頁

酒
井
規
史
、
二
〇
一
八
、「
元

時
期

洞

宮
｜
以

敎
管
理
制
度

與

士
之

交
流
爲
中
心
」、
二
〇
一
八
年

敎

史
與
當

代
地
方

敎

究
國
際
學

討
會
、
第
一
天
第
二
場

發
表
原

稿

李
治
安
、
二
〇
〇
三
、『
元
代
政
治
制
度

究
』、
人
民
出
版
社

劉
曉
、
二
〇
一
一
、「
元
代

敎
公

探

以
「
承
天

公
據
」

與
「
靈
應

甲
乙

持

附

」
爲
中
心
」、『
東
方
學
報
』
第
八

六
號
、
六
七
一
｜
六
九
二
頁

蘇
力
、
二
〇
〇
九
、『
元
代
地
方

英
與
基

社
會
｜
以
江
南
地
區
爲

中
心
』、
天
津
古

出
版
社

蘇
力
、
二
〇
一
四
、「
元
代
杭
州

火
災

其
社
會
應
對
」、『
學

與

探
索
』、
二
〇
一
四
年
第
七
期
（
總
第
二
二
八
期
）、
一
五
六
｜
一

六
〇
頁

汪

鐸
、
二
〇
一
〇
、『

代
政
敎
關
系

究
』、
人
民
出
版
社

小
紅
、
二
〇
一
二
、「
南

御

宮

在
元
代

變

｜

論
江
南

幾
個

派

沈

」、
李
治
安
・

、『
馬
可
波
羅
游

市
｜
元
代
杭
州

究

集
』、
杭
州
出
版
社
、
五
〇
八
｜
五

三
六
頁

小
紅
、
二
〇
一
八
、「「
張
留
孫

」
與
元
中
後
期

玄
敎
」、『
形

史
學
』、
二
〇
一
八
年
第
二
期
、
一
〇
九
｜
一
三
五
頁

袁
冀
、
一
九
七
八
、「
元
代
玄
敎
宮

敎
區
考
」、
同
氏
、『
元
史
論

叢
』、
聯
經
出
版
事
業
公
司
、
一
七
五
｜
一
九
五
頁
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